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第 4 章では、第 3 章で得られた中間共鳴の公式を中性子断面積の計算に適用している。ウラン -2
3 5 の全断面積への適用結果は非分離領域 (E>60eV) では、実験値をよく再現しており、さらに分離
領域 (E く60eV)では実験値の平均断面積に相当する事を示している。炭素およびナトリウムの断面積
についても上述の公式が実験値をよく説明する。
第 5 章は結論で、本研究の成果を総括したものである。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、原子核反応の従来の取扱いには、取入れにくかった中間状態の役割をより正確に取入れ
うるような理論形式を投影演算子の技法を用いて定式化することに成功している。さらに具体的な例
で、適用した中性子断面積が実験結果をうまく再現することから、核データの改良に極めて有効であ
ることも示している。
以上の結果、本論文は原子炉物理および炉設計に貢献するところが大きく博士論文として価値ある
ものと言忍める。
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